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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

青
年
が
中
心
と
な
り
、
希
望
を
与
え
た
放
流
式

岩
澤
代
表
の
報
告
よ
り
：
５
月
21
日
、
晴
天
下
の
州
都
オ
リ
ン
ポ

市
に
お
い
て
、
私
た
ち
南
北
米
福
地
開
発
財
団
は
、
国
立
ア
ス
ン
シ

オ
ン
大
学
獣
医
学
部
水
産
学
科
と
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
オ
リ
ン

ポ
教
会
の
協
力
を
得
て
、
パ
ク
ー
稚
魚
３
０
０
０
匹
を
パ
ラ
グ
ア
イ

川
に
放
流
し
た
。
生
態
系
を
維
持
す
る
目
的
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
か

ら
採
っ
た
親
魚
に
産
ま
せ
た
稚
魚
で
あ
る
。
今
季
レ
ダ
で
は
合
計
12

万
匹
を
パ
ラ
グ
ア
イ
川
へ
放
流
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

レ
ダ
の
養
殖
事
業
は
２
０
１
０
年
に
始
ま
っ
た
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン

大
学
水
産
学
科
の
マ
グ
ノ
・
バ
レ
ッ
ト
教
授
か
ら
教
示
を
受
け
、
２

０
１
２
年
12
月
、
ア
ル
ト
パ
ラ
グ
ア
イ
州
で
は
初
め
て
人
工
孵
化
に

成
功
し
た
。
そ
し
て
近
年
の
乱
獲
等
に
よ
る
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
パ
ク
ー

の
激
減
に
対
処
す
る
た
め
、
２
０
１
３
年
か
ら
稚
魚
の
放
流
を
開
始

し
、
以
来
８
年
間
継
続
し
て
放
流
し
て
き
た
。

去
る
１
月
、
パ
ク
ー
養
殖
の
総
責
任
者
、
滝
川
哲
盤
君
か
ら
今
年

は
レ
ダ
以
外
の
地
で
放
流
式
典
を
行
う
事
を
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
に

佐
野
、
中
井
両
理
事
も
同
意
し
、
州
都
の
オ
リ
ン
ポ
市
で
放
流
を
行

な
う
事
を
決
定
し
た
。
現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
全
国
で
多

く
の
死
亡
者
が
出
て
い
る
事
を
考
慮
し
、
大
き
な
式
典
は
控
え
、
オ

リ
ン
ポ
市
を
中
心
に
州
レ
ベ
ル
で
行
う
事
も
決
め
た
。

最
大
の
課
題
は
、
ど
の
よ
う
に
レ
ダ
か
ら
１
０
０
km
離
れ
た
オ
リ

ン
ポ
市
ま
で
稚
魚
を
安
全
に
運
ぶ
か
で
あ
っ
た
。
放
流
式
の
前
日
、

稚
魚
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
注
意
し
つ
つ
、
朝
の
８
時
か
ら
稚
魚

の
水
揚
げ
を
始
め
、
２
隻
の
ボ
ー
ト
「G

o
o
d
G
o

」
に
１
個
ず
つ
載

せ
た
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
槽
に
積
み
替
え
た
。

稚
魚
の
平
均
サ
イ
ズ
が
約
15
㎝
、
体
重
67
ｇ
と
い
う
事
よ
り
、
各

水
槽
に
は
１
５
０
０
匹
収
容
可
能
と
マ
グ
ノ
教
授
が
判
断
。
２
隻
で

計
３
０
０
０
匹
を
運
ぶ
こ
と
を
決
め
た
。
稚
魚
が
極
め
て
密
な
状
態

に
あ
る
の
で
常
時
ポ
ン
プ
で
水
中
に
空
気
を
送
り
な
が
ら
、
４
時
間

走
り
、
午
後
２
時
オ
リ
ン
ポ
に
着
い
た
。

現
地
で
大
き
な
６
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
槽
を
準
備
し
、
３
０
０

０
匹
の
稚
魚
を
こ
れ
に
移
し
た
。
マ
グ
ノ
教
授
を
中
心
に
滝
川
君
、

川
久
保
君
、
パ
ブ
ロ
君
ほ
か
、
従
業
員
た
ち
も
非
常
に
手
際
よ
く
働

い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
匹
も
死
ぬ
こ
と
な
く
、
稚
魚
は
元
気
に
新

し
い
水
槽
の
中
を
泳
い
で
い
た
。
そ
の
頃
は
オ
リ
ン
ポ
の
人
々
が
大

勢
集
ま
り
、
興
味
津
々
に
パ
ク
ー
の
稚
魚
を
見
て
い
た
。

前
も
っ
て
稚
魚
の
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
佐
野
氏
と
オ
リ
ン

ポ
の
家
庭
連
合
ア
リ
ス
テ
ィ
デ
ス
・
ロ
ン
ダ
ン
教
会
長
は
、
州
と
市

の
要
人
た
ち
を
訪
問
。
ま
た
式
典
の
２
日
前
か
ら
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大

学
の
教
授
と
佐
野
氏
が
高
校
生
お
よ
び
漁
業
組
合
関
係
者
に
放
流
の

意
義
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
な
ど
を
講
義
し
た
。(

次
面
に
続
く)

第9回パクー稚魚放流式
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パ
ク
ー
稚
魚
放
流
式(

１
面
よ
り
続
く)

放
流
を
行
う
川
岸

は
我
々
の
敷
地
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
か
な
り
の
ご
み
が
投

棄
さ
れ
、
灌
木
な
ど
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
式
の
前
日
、

日
本
の
女
性
奉
仕
隊
員
４
人
と
ア
ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
駆
け
付

け
た
家
庭
連
合
の
カ
タ
リ
ー
ノ
・
エ
ス
ピ
ノ
ラ
夫
妻
ら
が
精

力
的
に
片
付
け
た
。
さ
ら
に
川
久
保
君
、
滝
川
君
、
レ
ダ
の

従
業
員
た
ち
の
清
掃
作
業
に
よ
り
、
放
流
式
の
会
場
が
見
違

え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
た
。

式
当
日
の
朝
は
、
マ
グ
ノ
教

授
自
ら
が
２
隻
の
ボ
ー
ト
の

配
置
を
決
め
、
バ
ナ
ー
を
取

り
付
け
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
と

放
流
桟
橋
を
中
心
に
式
典
全

体
が
最
も
よ
く
映
え
る
よ
う

工
夫
を
凝
ら
し
た
。

放
流
式
典
の
第
１
部
は
オ

リ
ン
ポ
家
庭
連
合
の
敷
地
で

行
わ
れ
た
。
会
場
正
面
に
放

流
式
の
バ
ナ
ー
、
四
隅
に
赤
、

白
、
青
と
パ
ラ
グ
ア
イ
の
国

旗
を
象
徴
す
る
風
船
が
綺
麗

に
飾
ら
れ
た
。
午
前
９
時
過

ぎ
か
ら
式
典
が
始
ま
り
、
家

庭
連
合
の
カ
タ
リ
ー
ノ
が
司

会
を
務
め
、
先
ず
国
歌
斉
唱
、

財
団
を
代
表
し
て
岩
澤
が
挨

拶
。
次
に
マ
グ
ノ
教
授
、
市

会
議
長
の
挨
拶
が
続
き
、
小

橋
氏
が
パ
ク
ー
の
加
工
製
品

に
つ
い
て
説
明
し
、
最
後
に

日
本
の
青
年
達
に
よ
る
歌
が

披
露
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
あ
り
、
椅
子
は
50
席
に
限

定
し
た
が
、
市
会
議
長
、
州
の
検
事
長
と
判
事
、
州
警
察
署

長
、
海
軍
責
任
者
、
高
等
学
校
の
校
長
、
教
師
、
ま
た
多
く

の
高
校
生
が
参
加
し
、
会
場
は
直
ぐ
一
杯
に
な
っ
た
。
皆
熱

心
に
放
流
の
意
義
に
つ
い
て
耳
を
傾
け
て
い
た
。

第
１
部
が
終
わ
り
、
参
加
者
ら
は
歩
い
て
５
分
ほ
ど
の
桟

橋
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
マ
グ
ノ
教
授
、
レ
ダ
の
青
年
、

ス
タ
ッ
フ
ら
が
大
水
槽
か
ら
稚
魚
を
す
く
い
上
げ
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
、
酸
素
を
注
入
し
て
放
流
の
準
備
を
し
て
い
た
。

要
人
た
ち
か
ら
放
流
を
始
め
る
と
、
多
く
の
青
年
、
そ
し
て

地
域
の
人
々
も
加
わ
り
、
３
０
０
０
匹
の
稚
魚
を
す
べ
て
放

流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
の
多
く
は
今
ま
で
魚
を
獲

る
こ
と
は
熱
心
に
し
て
き
た
が
、
人
生
で
初
め
て
多
く
の
稚

魚
を
放
流
し
、
大
変
喜
ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。

放
流
式
典
を
無
事
に
終
え
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
二
点
を

特
記
し
た
い
。
一
つ
は
何
と
い
っ
て
も
特
に
日
本
の
青
年
た

ち
の
主
体
的
か

つ
積
極
的
な
参

加
と
奉
仕
、
活

躍
に
よ
っ
て
今

回
の
放
流
式
が

実
行
さ
れ
た
と

い
う
事
で
あ
る
。

レ
ダ
で
の
パ
ク
ー

養
殖
事
業
は
青

年
の
滝
川
君
に

完
全
に
任
さ
れ

て
お
り
、
今
回

の
稚
魚
の
育
成
、

管
理
、
水
揚
げ
、

放
流
な
ど
マ
グ

ノ
教
授
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
も
、
彼

が
レ
ダ
の
従
業

員
を
動
員
し
、

す
べ
て
責
任
を

持
っ
て
行
っ
た
。
ま
た
放
流
式
典
の
第
１
部
は
家
庭
連
合
の

パ
ラ
グ
ア
イ
青
年
が
し
っ
か
り
と
務
め
、
会
場
全
体
を
よ
く

盛
り
上
げ
、
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
式
典
全
体
を
通
し
て
環
境

保
全
そ
し
て
パ
ク
ー
稚
魚
の
放
流
に
関
心
を
持
っ
た
オ
リ
ン

ポ
の
多
く
の
高
校
生
ら
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
。

こ
の
式
典
を
通
し
て
パ
ラ
グ
ア
イ
の
多
く
の
青
年
た
ち
が

目
覚
め
、
こ
れ
か
ら
我
々
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
を
通
し

て
多
く
を
学
ん
で
い
く
な
ら
ば
、
彼
ら
は
国
に
希
望
を
与
え
、

真
の
意
味
で
国
の
発
展
の
原
動
力
に
な
る
と
確
信
す
る
。
こ

の
よ
う
に
今
回
の
放
流
式
典
は
青
年
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て

実
行
し
、
皆
に
新
し
い
希
望
を
与
え
る
行
事
と
な
っ
た
。

二
つ
目
は
、
今
回
初
め
て
レ
ダ
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ポ
市

で
稚
魚
を
放
流
し
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ポ
市
は
何

よ
り
も
先
ず
文
総
裁

夫
妻
が
訪
れ
、
釣
り

を
さ
れ
、
祈
ら
れ
た

聖
地
で
あ
る
。
レ
ダ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ

こ
で
始
ま
っ
た
。
そ

の
21
年
の
歩
み
の
中

で
、
わ
が
青
年
奉
仕

隊
の
活
動
に
よ
り
オ

リ
ン
ポ
市
に
も
ニ
ー

ム
の
立
派
な
街
路
樹

が
育
ち
、
ご
み
箱
が

置
か
れ
て
い
る
が
、

今
回
パ
ク
ー
の
稚
魚

３
０
０
０
匹
が
放
流

さ
れ
、
オ
リ
ン
ポ
の

市
民
５
０
０
０
人
も

今
ま
で
以
上
に
我
々

に
関
心
を
持
ち
、
文

総
裁
夫
妻
を
好
意
的

に
受
け
入
れ
、
我
々

の
今
後
の
活
動
に
期

待
し
て
い
る
。

今
回
パ
ラ
グ
ア
イ

の
有
力
紙
a
b
c
が

式
典
の
準
備
段
階
か

ら
我
々
を
取
材
し
、

５
月
21
日
朝
に
テ
レ

ビ
で
全
国
放
送
し
、

23
日
に
は
そ
の
全
国
紙
で
放
流
式
典
の
内
容
を
報
道
し
た
。

今
回
も
準
備
段
階
か
ら
式
典
の
最
後
ま
で
様
々
な
課
題
が

発
生
し
た
が
、
何
よ
り
も
神
の
導
き
と
守
り
が
あ
り
、
さ
ら

に
式
典
に
携
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
の
献
身
的
な
協
力
が
あ
っ

て
す
べ
て
を
滞
り
な
く
終
え
ら
れ
た
事
を
心
か
ら
感
謝
す
る
。

南
北
米
福
地
開
発
財
団(

現
地
法
人)

代
表

岩
澤
春
比
古

川岸のゴミ撤去を完了して。5月20日 放流稚魚の準備をする滝川哲盤君。

放流式典で挨拶する、現地法人代表の岩澤春比古氏。5月21日

放流式に参加した若者たち。5月21日 アスンシオン大学教授とレダのスタッフ。



持
続
可
能
な
福
地
建
設
を
め
ざ
し
て
(1)

和
田
賢
一

新
た
な
旗
印
を
掲
げ
て

南
北
米
福
地
開
発
協
会
が
パ
ラ
グ
ア
イ
・
レ
ダ
に
入
植
す

る
大
目
標
を
め
ざ
し
て
約
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
地
に

赴
き
活
動
を
推
進
す
る
有
志
、
そ
れ
を
支
援
す
る
同
志
の
方
々
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
若
者

た
ち
。
福
地
建
設
を
志
し
た
全
会
員
の
総
力
に
よ
っ
て
、
レ

ダ
開
拓
は
基
礎
固
め
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
協
会
は
、
そ
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
さ
ら
に
盤
石
な

骨
格
造
り
に
乗
り
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
レ
ダ
で
展
開
し
て
い
る
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
底
上
げ
を
図
る
と
と
も
に
、
日
本
は
じ
め
海
外
に
在
住

す
る
会
員
各
位
の
諸
活
動
も
質
と
量
と
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
再
度
、
全
会
員
が
心
を
一
つ
に
束
ね
る

た
め
に
、
提
唱
者
の
文
鮮
明
、
韓
鶴
子
ご
夫
妻
の
お
言
葉
に

立
ち
返
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、

さ
ら
に
具
体
的

に
め
ざ
す
福
地

の
概
要
を
模
索
、

提
案
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

折
し
も
、
国

際
連
合
で
は
、

２
０
１
５
年
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持

続
可
能
な
開
発

目
標
」
を
採
択

し
、
全
人
類
が

平
和
で
豊
か
な

生
活
を
営
む
た

め
の
指
針
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
各
政
府
の
賛
意
の
上
、

各
自
治
体
や
各
企
業
も
賛
同
し
て
、
そ
の
指
針
に
い
か
に
添

う
こ
と
が
で
き
る
か
、
模
索
・
検
討
を
重
ね
、
早
く
も
そ
の

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
は
17
項
目
あ
り
ま
す
。

①

貧
困
を
な
く
そ
う

②

飢
餓
を
ゼ
ロ
に
！

③

全
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
！

④

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

⑤

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

⑥

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

⑦

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

⑧

働
き
が
い
も

経
済
成
長
も

⑨

産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う

⑩

人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

⑪

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

⑫

つ
く
る
責
任

使
う
責
任

⑬

気
象
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

⑭

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
（
川
・
湿
原
の
豊
か
さ
）

⑮

陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

⑯

平
和
と
公
正
を
全
て
の
人
に

⑰

パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う

こ
の
17
の
項
目
は
私
た
ち
、
地
球
星
に
住
む
人
類
を
は
じ

め
と
し
、
動
植
物
な
ど
を
含
め
た
大
自
然
が
抱
え
る
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
項
目
だ
け
で
も
、
問
題
の
根
は
深
く
、

克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
て

き
ま
し
た
。

政
府
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
自
治
体
、
各
機
関
、
企

業
や
個
人
が
そ
の
問
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
進
ん
で
き
た
点
も
あ
り
、
ま
だ
未
来
が
見
通
せ
な
い
も

の
も
あ
れ
ば
、
手
付
か
ず
の
も
の
も
。
そ
れ
で
も
改
め
て
今
、

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
が
示
さ
れ
る
点
に
注
目
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
恒
久
的
な
平
和
の
実
現
、
人
類
の

幸
福
の
享
受
、

豊
か
な
自
然

の
保
全
は
待
っ

た
な
し
だ
と

い
う
の
で
す
。

私
た
ち
が

レ
ダ
で
推
し

進
め
る
愛
に

満
ち
た
家
庭
、

公
平
で
豊
か

な
社
会
、
安

定
し
た
国
の

モ
デ
ル
造
り

も
、
そ
う
し

た
時
を
迎
え

て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
改
め

て
「
持
続
可

能
な
開
発
目

標
」
を
一
つ

の
素
材
と
し

て
、
レ
ダ
開

拓
の
未
来
に

つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

パラグアイ川西岸に位置するレダ基地。写真左側が北方(上流)。

国際連合本部ビル(Wikipediaより引用)



会員の皆様へ
会員の皆様には、周囲の方々にレダ・プロ

ジェクトを紹介し、入会の案内をしていただけ
れば幸いです。紹介用のパンフレット（印刷
済み）、および入会申込書は、左記の事務
局にお申しつけください。

入会申し込みは、
左のQRコードから、
グーグルフォームで
も行えます。
パソコンでは、下
記のURLにアクセ
スしてください。

https://asd-nsa.com/nk/

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

支援金振込口座：ゆうちょ銀行
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
E-メール:office@asd-nsa.com
ホームページ:https://asd-nsa.com
Facebook:https://www.facebook
.com/ledaproject.jp/

レダ・プロジェクト紹介用
パンフレットPDF版

紹介用パンフレットは、ネット
でも入手いただけます。
スマホなどの
端末で、また
は印刷してク
リアファイルに
入れてどうぞ。

https://asd-nsa.com/sk/

稚魚12,000匹を別の池に移動。5月29日 大きめの稚魚をすくう。6月5日 パクーの稚魚2,500匹を移動する作業。6月5日

レティロにて子豚を持つ源田さん。 アルマジロを持つ荒巻さん。 7月の奉仕活動用のベンチ。絵と文字は女性たちで。6月1日

本田さんが釣ったパクー。6月10日 パクーの調理法を学ぶ本田さん(左)とヌワビシさん。 マンディオカ苗を植える大元氏。6月9日

レダ基地スナップ


